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7)130日及び翌日に掛け， 分光計で，太陽散光にある吸牧3jiの問に，紙線が

見られた.とれは有名な光冠秘;.5303 で，又，赤t)~ 6374も微かに見られた.

1931句:7月21日には， 口径 13cm， ;f;I，~則市離 3.15 m の大コロナグラフで，初

めての太陽内部光冠の直接窮民が得られた.蝉いた孤，暗所，光冠物質の細涜

等が見られた.24時間以内に，間ltの煙るととも明らかになった. 1938年には

20 cm， 4 m のものにした. 

..l 6100~6400，ヘリウム Da 名目， 71<素 Hλ のさつのフィルグ 1で，紅焔の連

絡スベクトルを調ぺたが，第 1及び第2で、iま，形も奴さも同じかった.とれ等

の事要と，偏光硯測とから，連絡スペクトルは紅焔のすぺての部分から来，可

岡部で、l土，電子が太陽の光組ーを散商Lするのであらうととが解った.

I 935/r.以来，紅焔の運動が， I分2コマの割合で撮影され， とれをと600倍に加

速して映寓された.高さは普通，月一地球聞の間隔以上である.

ゲゼルシャフトの線曾

止tの頃，欧洲の岡際問題のー焦黙となってゐるグンチヒ市に於て，来る八月

七日から同十一日まで Astronomische Gesel!schaftの第 33回線舎が聞かれ

る. 元来との A.G.協合とは1865年に中欧の，主にドイツの天文皐者の主唱

たよって組織された国際的天文協舎で，牛~ Vierteljahrsschriftといふ雑誌を

貴行し， f古川ま二年に一回づっ線、合を聞き，左手者の合合と論文の殻表等をなし，

3t，平素いろいろの重要な出版物を夜行してゐる.とんどのグンチヒの総合は

八月七日の夜合(散迎合〉から始まり，論文の琵表や討議や，其の他多くの社

交的な催しがるる外，八月十日には附近の Frauenburgへドライヴして，コペ

ルュクの事蹟や某所を訪れるととになってゐる.此のフラウエシフ勺レグは地動

誌の主唱者コペJレニクが居住した所であるし 叉，グンチヒは 300年:Mr有名な

馬問天文家ヘペリウスの居た町である.
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のカタロ内服してみると割合開山あるけれども，天間望遠鏡用とミ¥

策への耐久力其他を考慮して極く普通のクラウシ硝子とプリント硝子から 1加
を求めると大関次のやうなものである，但しクラウンとフリントは共に同~合

祉のものを組合はせるととにした.

との他にも搾山組合はせは出来るけれども之位でも充令である.と Lでitな

しな付ればなら臥のは， クラウンは稗て最も佳い塑の所前 HardcrOWn (山日、v ヨ

ットでは K-type) ばかりであって，新しい BorosiIicatecrownは合をれてゐ

たい事である・一般には後者は前者よりも耐漁度も犬きく良好ではあるが，イ司

介 C-Fの分散が小さしとの型にすると色消しが甚だしく民主温度 (OVcr‘

correction)になるから之を防ぐために BaliumfIintを用ひねばならす九とのフ

リントは好都合なのが少いから結局上表の組合せの方がよい.我闘に1nトても時

局でも活者けば， /1'0]"滋力が大きくて透明なとの問者i旦クラウンの製出が光際的

子製活業有A に注目されるととを希!告する.

若しフリントの分散がクラウンのそれの 2倍以上になれば色治欣態は 0町 rー

になり， 2倍以下に在れIi'under-co rrectIonになるかち望みの色拍し:!{え態忙肱

じ て泊官た分散のものを選持すればよい(未完)

現在の馨星界

4>:年は政均!の如く若旦が移しく IUI見しつ L ある.下に今年初以来の普星~>!

の一躍を悩げる.

R慨 1字放 名 手議 R J.I.月日

1 1939 a コgタ・ペルテヤ建屋 1939年1月17日

2 1939 b '7'イ+ラ!堕足 '1 2s8日
3 1939 c ;nン・ヰンネケ慧星 。 3月17日
4 193リd ハセル(ff.j林 ~p員 '1 4月15日

5 1939 e コ プ 蓉 星 '1 4月22日

6 1939 f シワスマン・ワハマシ琴星 '1 6月12日

7 1939 !!; プルタス箸星 '1 6月17日

民iみに， c， e， f， gの四位はtH)主の再師で、ある. (念tft348 ;].MIi) 
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新土色の間を日1)佃の経路を進んで、行き，又月は凡て多くの象や結えをなき硬化の

現象を大自然の天主主に示して一史れる.

:f上半球の中緯度に於て I年の内に見られる最締星

M. 厚.陸 色 ，¥'1'自在 本統の切るさ

シリウス 大犬 背 1'1 8光年太FJ.. }の261青

ヴヱヵ・ 手主 j守 1'1 26 50 

カペラ 鼠手す 事+正 44 150 

ア 1タトウル 牧犬 4合 39 100 

リゲル オリオ y 脊 1'1 515 18，000 

7'ロシオ y 11、プミ 昔{ 10 5 

アル 9イル 鷲 内 15 9 

ベテルギウス オリオ y 2占t 180 1 ，20~ 

アルヂパラン 牛 赤 54 90 

ボルクス 双 子 続 32 28 

ス ピ カ 乙女 T守口 220 1，5似)

アン 171νス 的 茄1 340 3，400 

7オマルホウト 魚L 白 24 14 

ヂネプ 白鳥 T守内 750 10，000 

レタ"レ Z 獅子 1管内 53 70 

カストア 双子 背1'1 40 11 

備考:足の順序tt目1:見える明るさの)1民，距離は光年.本統の明るさは太陽の光1廷の

{奇力
(佐畳見碍)

金星を章間に見る

去る12日9時33分頃，太陽より少し離れた所に青白色の令患を認め， 10;日立

してから少しづっ光度が落ち始め，三欠第に控色に境ビて10時10分頃肉眼では認

められなくなった.因みに金星は光度 -3.3等で， 10時42分頃(但し東京)，南

中する此の頃の話題である. (東京・渡法由機)ー一ー(念*356)

東京天女.長の交迭

東京天文章長開口鯉吉博士は咋27日附を以て文部省専門事務局長に就任し，

弐文蓋長は幅見助教授が其の事務を執るとと Lなった. (念報352)
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頗有使我伺想、到詩個星象的地方. ーゴ。
詩粧i斬f斬之石末章有下面的イリ:

有家白踊，?，尽渉波突，月離子主!f;，伴諒it失v武人東征，不退他実.

一寸，;m， 担主主ft，明2町三13:
此外，ノj、是之什的大東有「有持天畢Jイ'J.

{度設定首日是間代東征的武駒詠行路之期的詩的一町，市屡毛穴被引用的是「月

離子皐，仲&Ht失J"Í')此 ~n所謂月五星干犯占，買茸有多少:事ñ的tR様不得而主:[1・

但是孔子引汀較的1IJf吏従者備蓋事出於壬壬室語，五ft引詩使這ーイ1)著名.

一方面在阿洋，自希臓以畢 (Hyades星'1tnft降雨的星，後世:的詩IJJ;常手j;1Jk

之者.於是皐者中也有五11其輿東洋的占!L宿侍読有所関聯者.

以上，我不~就立型中的星談了参，出，火，来四佃星宿fZ代表.詠了這竺担

任i的詩歌， 3-註国主於刷千幾百年的古昔，只是星宿:本身，則此刻依黙JI!l¥着季節町東

舛，前中而又阿流， fW"Ea'日竹映入那些無名詩人眼中者原31t異也.換言之，是永

遠用光州i的文字，在我制的頭頂上馬出詩能的註障給我問看的.

(張戟寧諒)

大 遣 に あ る 一 陽 餓

大連の湖洲資源u1J'には立j反な阻星がーヮ， 他のi魔物標本と共に陳列してあ

る.山本合長は以前にも見たととはあるが， とんど大連に岡らで計百も数日滞柱ず

るととになったので，去る六月 19日.詳細に之れを間た.隙星の大きさは，可

怒り大きく，説明文には長さ 42.42センチメ lトル，幅24.54センチメ 1ト)t.-，

厚さ 21.21センチメ lトJレと書いてあり， 重さは 68.686キログラムとある

又，化事分析を其の一部分について行ワた結果としては，

蹴 80.72 % :=.ツケJレ 17.90 % 

コバルト 1.21 硫黄 0.16 

銅 痕跡

Jヒある.叉，比重は 7.89と報告しである，立派な隙俄である.
。スムチ

之を見付けた岸地は北支主耳目合閥1i烏珠f幻むであるといふ. (念tJA350)
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jr-'~ '!JI.m.!! .. 
蝕援星の形獄

米闘プリンストン大事のラセル教授によれば，アルゴJレー星の如き蝕理星の光

度麹化を極めて精絡に視測して見ると，光度の極犬は輝晴雨星の起す蝕の直前

や直後には現はれ左いで，むしろ第一極小と第二極小の丁度中間あたりに現は

れる場合が多い.之れは，-?まり，附星が共にlEしい球形で友くて，相互の引

力のために著しく楕国間ーとなってゐて，二つの極小の中間では此の桔回程を吾

有が横倒カ語ら見るために，他の場合よ Pも著しく明るく見えるものらしいとい

よ‘

Mf.星珍聞 11

少々古い話であるが， 1900年11月初日，米岡 Hood大事に於て].H. Appel 

Eì:iI~諸国子座流星を観測中，一若干の鴨がZさを飛び去るのを見たカち鴨は其の白い

胸に地上の燈火を反射させつ L美しく輝やいて見えた.或る人がj晶銃で此の鴨

の一羽を打ち落して，此の現象を貰詮したのだが，此うして打ち落された鴨は

今倫ほ天文接的陳列品として或る博物館に陳列されてある由.

太 陽 の 熱 源 l主?

米国コ 1:ネル大皐の物理謬 H.A. Bethe氏は， 太陽の永久の熱波が太陽の

内部にある炭素原子の活動によるものであるといふ新設主張表し=-ウヨ lク・

アカデミから賞品を贈られた.

叉，新 Lい超新星

米国パロマ 1山に於いて先年来新星稜見に熱心してゐるツヰキ氏lま本年一月

17日， N. G. C. 4636といふ星露中に14等扱の一新星を設見した. 計算による

と，.!Itの星の紹!f光度はー14却であり， lEに超新星である. (念割1345)

金星函の異獄!

去る1938年11月20日の頃，金星が太陽と地球との問にやって来て，下合とな
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0た時，米国ロ lヱル英文蓋では 500枚以上の金星馬民を撮影した.下合の時

金星は一つの完全:危輪形に見え，普通の三ヶ月形よりも角(ホ lン〉が南北共に

延びて迭に雨方から連絡して了ヲたやうに見えた! 尤も之れは今までにも檎

に例のあることで，眼蹴観測者に認められたとともある.ととろが，此の下舎

の日の直前直後には此の輪形にまで設建しなかった角が，南北相等しい;長さで

なしに，南の角が北のものよりも 45。乃至 50。ばかり長かった由! 之れは金

星を包む大気やl1Jf壊が如何に不規則に蹴.ttてゐるかを示すものである

牛鹿況墨書草の特性

米国ハ 11プ1ド大感のホイフツレ博士は，毎年十一月出比現はれる牛座骨Vllが

約一ヶ月間も永捜して見えるととと，其の轄射黙の毎日の移動が健かに 0..4で

あるととに注意し，数年来此の流星群の速度を観測した所，共の結果は，
日

十一月 0.4

'1 10.2 

地球への速成 3Uキロ

ヮ 27.3
年

太陽への速度 37.7キロ

ゲ 37.3

即ち，太陽のまはりの公梓週期 3.6といふ小さい桁悶軌道を有つものと思はれ

る.我が闘でも年末頃此のirif阜の眼脱及び寓ffj;観測堂奨励する.

櫓時計の掻見

去る六月 10日の時の紀念日に，奇しくも元総時代の豪華をI寄る犬名がJ l;f下

一同の摂城IH仕の時亥1]蹴行に使ぴ，珍重したと停へられる桔1時計が静岡鯨i，，"Hl

町の官家虎*Hli:介氏方の土蔵から稜見されたといふ. (念材1351)

タイ.ソン情士逝去

l士Zn.月25日英闘の天文宅持者 F.W. Dyson 博士が死去した. t専士は 1894~!二

グリエチ天文京のn席助役となり，其の後，一旦スコトランドの勅任天文[1川崎

となったが，更に1910年から1933までグ"~チ天文章長殺 Astronomer Royul 

として英同天文界の故高地位に就き，与1術の進歩と隠i際文化~民のため賀市tず

る所多く，殊に111:星の運動の研究者として聾名を馳せてゐた. (同上)
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大阪プラネタリウムたより

g]今年は昨年以上に，毎日たびたどしい事校見皐圏が来

観してゐる.毎日問題歌は敢校に及び，プラネタリウムの

ドlムはハチ切れそう!……とうして恭が過ぎ夏が来た.

堅向 7ごより 恩5月2日の珍らしいスピカ星の掩蔽現象を本館で初めて

一一一一一一一一ー 視i測を試みたが，市街でも興味を持って観ちれるから，今

後悔差の掩蔽蹴測は出来る丈け蹟けてみる改定である.

ロ本官官としての天文に闘する話題が結えや生れるので 5月末からプラネタ

リウム月報を楠ふ意味で， r星の劇場:==.ユ 1ス」として特撮を不定期]に蛮行する

と左にした.とれらの月報や特報は琵行の都度，京阪市中の各協合支部の機関紙

や[81報が琵迭される任主同封して各合員に配布されてゐる.地方の方でとれら

の印刷物をf.tjJ希望の方は，手:十早館内大阪支部宛に御申込み下さい.部教は無制

限に差上げます.

~南支方面，殊に海南島に遠征してゐる未知の勇士連から，南十字星の問合

せや，星の賞用方面の質問が続々申出でられるので，手刀めは直筆星回で返信し

てゐたが，今度天文協合大阪支部の名のもとに科皐館にて「戦跡の星固」を念

ぎ印刷して，ニI~，中，南支の前秘へ返るととになクた.幸ひとれは各方面に非

常に慌ばれてゐる.

悶15年一度の火星の大接近を迎へて，今夏は天文協合大阪支部を中心に，科謬

i官を始め其他の場庭で，火星観望舎が計番されてゐる.

qプラネタリウムでは7月1日より 8月末まで，夜間公演が始まる.時聞は19時

傘より21時まで.

7月の話題 「火星の往来，銀河の彼方J

8月の話題 「月世界を巡るJ
一一(6月25日，高城lie)一一

Tメリカ天文畢曾緯曾 第62回総合が来る八月7日から9日迄バ 1グリ市

治州大事で、開かれ， 9日午後にはリク天文韮へドライヴ，其後， 11臼には新パ

T 'V 1天文基へドライヴ，又12日にはバサデ‘ナ市のヱ亭院で、200吋大反射鏡の

よと起を参観する筈である.


